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令和 2年度深谷市立常盤小学校学校便り        第１１号（令和３年１月６日発行） 

 

 

                                 

 笑顔とあいさつ、歌声あふれるわが母校 

学校教育目標 「かしこく やさしく たくましく」 ～生きる力・夢見る力の育成～ 

        児童数 男子 3３９名 女子３２８名 計６６７名  ℡ 048-571-4923 

 

笑顔あふれる常盤小学校 

深谷市立常盤小学校長 白井 裕一  

「謹んで新年のお喜びを申し上げます」 

 寒いお正月になりましたが、児童のみなさんには、寒さに 
負けずに元気な姿を、また三学期に見せてくれるよう期待 
しています。また、みなさんに、今年一年、良い事がたく 
さんあるよう願っています。 
 「一年の計は元旦にあり」と言われます。新年を迎えて、 
「こんな風に頑張ろう」、「あんなことも始めよう」と新 
たな決意を抱き、ご家庭でもいろいろな話をされたと思います。 
 三学期の学校生活がすぐに始まります。新たな気持ちで迎えましょう。常盤小学校では、
児童一人一人が将来の夢に向かって精一杯生きるために、チャレンジ、チェンジ、コミュニ
ケーションという３つのC を大切に、学校生活に取り組むことを今年も目指していきます。
誰にも一回きりの人生が与えられています。せっかくの命なのですから、大きな夢に向かっ
てチャレンジしましょう。また、自分のよさを理解し、できることを一つずつ増やして自分
をチェンジしましょう。そして、積極的にコミュニケーションを図って、学校生活を楽しく
充実させましょう。 
故松下幸之助氏は、「意の如く運ばないことを失敗というのなら、いままでにも随分あっ
た。しかし私はいつも災いを転じて福とするようにしている。その意味で失敗したことはあ
りません。」、と語りました。 
児童の皆さんも、これからの学校生活の中では、意の如く運ばないこともあるでしょう。

生きていくうえで未熟ゆえの失敗はつきもの。どんなにすごい人でも失敗をします。本当に
すごい人は、「自分は未熟」、と常におのれに言い聞かせて失敗に備えることができます。
そのためには、己の未熟さを知ることが肝腎で、自らの未熟さを知る人は、常に失敗に備え、
失敗を転じて成功することができるのです。「まだまだ自分は未熟である」、という謙虚な
気持ちを忘れずに、三学期もチャレンジ・チェンジ・コミュニケーションの精神で、失敗を
恐れず元気に頑張りましょう。新年を迎えて、本校では今後も「学校に来るのが楽しい、と
いえる児童を１００％にする」、を目指してまいります。引き続き、ご協力くださるようお
願いいたします。 
 児童のみなさん、３学期は、一年のまとめの時期です。春は、進学や進級によって新しい
生活がスタートします。大きな花を咲かせるための準備として、一人一人が、心の中に夢や
希望を抱いて常盤小学校３つのＣを大切に、一層頑張りましょう。 

お陰様で常盤小学校は創立 50 周年 

深谷市立常盤小学校が創立 50 周年を迎えます。本校を支えてくださった市当局、並びに
保護者、地域の皆様、本校発展のためご尽力くださった、歴代 PTA 会長・役員様、歴代校長
先生をはじめ教職員の皆様に深く感謝申し上げます。しかし、本年度は新型コロナウイルス
禍という今だかつてない事態に見舞われました。このような状況下、記念行事は児童と職員
のみで内々に「50 周年を祝う会」を実施いたします。ご理解方よろしくお願いいたします。 

 

 


